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分野について，今後の展開を説明しています。

次に屋内外で取得する位置情報に焦点を絞り，位置情報を，

平常時は人のナビゲーション情報や居場所に応じた周辺情報提

供に活用し，災害時には被災者の救援支援に活用するコンセプ

トや，そのサービスを紹介するとともに，社会インフラとして

普及させるための課題を説明しています。

「地理空間情報」の技術開発の取り組みについては，全般の基

盤技術として，地図，空間検索，位置情報ストリーム処理，移

動軌跡の統計解析，屋内空間データモデルについて概説し，シー

ムレス位置情報基盤を構成する要素技術の開発状況を紹介して

います。

本特集により，日立グループの「地理空間情報」を活用した社

会へ向けた取り組みを，読者の皆様にご理解いただき，参考に

していただければ幸いです。

モバイル社会の進展や情報の大容量化の中で，欲しい情報を

迅速に取り出すことが求められています。その一つの方法とし

て，「位置」と「時間」と電子地図に代表される「地理情報」を組み

合わせた「地理空間情報」の活用が，今後の社会基盤になると予

想されています。

こうした中，位置と時間を世界中で同一な尺度でリアルタイ

ムに取得可能な，GPS（Global Positioning System）などの衛星測位

システムと地理空間情報のインフラ整備が国の施策によって推

進され，制度的な枠組みが整いつつあります。

日立グループは，これまで位置情報や地理情報に関連した分

野でソリューションを提供してきた経験を生かし，位置情報と

地理情報，両者のインタフェース共通化を図った「位置情報プ

ラットフォーム」の開発を進めています。これは，位置情報と

地理情報を組み合わせてアプリケーションに渡すとともに蓄積

された位置情報を運用管理できるようにするものです。基盤技

術の開発を進めるとともに，社会実証実験を通じ，「エリアの付

加価値向上」につながるシステムを提案し，社会に貢献してい

きたいと考えています。

本特集では，まず「overview」で，地理空間情報の制度的枠組み

の整備状況を概説し，次に産業界から「地理空間情報」への期待

とその情報を活用した社会ソリューションを紹介しています。

続いて，日立グループが現在，公共・民間・生活の各分野で

提供しているソリューションのうち，消防・防災などの公共分

野，物流などの民間分野，交通情報や観光情報提供などの生活

特集1
「地理空間情報を活用した

社会ソリューション」
監修

日立製作所
トータルソリューション事業部

公共・社会システム本部
公共システム部

主任技師

菅原敏

パワーエレクトロニクスは，従来より電力エネルギーを扱う

技術として活用され，電力，産業分野のみならず，電車，エレ

ベーター，家電品など日常生活でも大きな役割を果たしていま

す。さらに，地球環境問題を解決する技術としても注目され，

経済産業省の「Cool Earth－エネルギー革新技術計画」では，エ

ネルギー技術開発を推進する21の重点革新技術の一つとされて

います。

本特集では，地球温暖化防止への対応として急務となってい

るCO2の排出抑制に貢献するため，産業基盤を支えるパワーエ

レクトロニクスの省エネルギーと高信頼性技術の取り組みを紹

介しています。パワーエレクトロニクスは，電気，制御の知識

はもちろん，熱，構造，部品，実装技術などの総合力が必要と

されます。また使用期間が長く，この間のアベイラビリティの

高さがユーザーの期待であり，グループの総合力が発揮できる

製品です。日立グループは，この分野において，基幹部品であ

るパワーデバイス，マイコンをはじめとする部品，材料からシ

ステムの取りまとめまで，顧客満足度の高い製品・サービスを

提供してきました。

「overview」では，パワーエレクトロニクスの基盤技術や最新

動向を紹介しています。自然エネルギー（風力，太陽光）用変換

器では，大容量化への取り組みと安定した電力供給技術を，鉱

山用ダンプトラックでは，機械駆動式から電気駆動式にするこ

とでエネルギー消費を10％も低減したドライブ制御技術をそれ

ぞれ取り上げました。鉄道駆動用機器の分野では，省エネル

ギー・高信頼性をコアにしたグローバル展開の取り組みを，ハ

イブリッド技術の実例を挙げて紹介しています。また，鉄鋼の

圧延ドライブシステムでは，小型・高効率を図りながら，高品

質化や安定操業に貢献している熱間圧延用のシステムに焦点を

絞りました。パワーデバイスについては，損失を低減しながら，

大容量化する技術について詳述しています。

日立グループは，鉄道用パワーエレクトロニクス製品に続き，

風力発電用変換器，トラックや船舶向けなどの電気駆動システ

ム，鉄鋼圧延設備向けをはじめとするインバータドライブシス

テムを，グローバルに展開していきます。

本特集によって，日立グループが提供するパワーエレクトロ

ニクスをご理解いただき，読者の皆様のお役に立てば幸いです。
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監修
日立製作所
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情報制御システム事業部
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主管技師
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地理空間情報を活用した
社会ソリューション

地図は古代から人間社会の営みに欠かせない道具として，社会の発展とともに高
度化し，また文明の進歩を導いてきた。「自分が今どこにいるのかを知る」ことが，よ
り広い世界と自分とを結ぶ情報の鍵になるという事実は，昔も今も変わらない。さ
らに現代では，正確な地図が電子化され，人工衛星を利用した高精度な測量技術
や情報通信網の発展により，リアルタイムに自分の詳細な居場所を把握し，実空
間と情報空間上の地理情報を連携させることさえ可能になっている。
このように，一般的な情報に，位置や場所の情報を付加したものを「地理空間情
報」と呼び，公共，産業，交通，生活など多様な分野での活用をめざす動きが活発
化している。地理空間情報が，多様な情報を結びつけ，効率，利便性，付加価値
を高める鍵として期待されているのである。いっそう高度で快適な情報社会の扉を
ひらく，地理空間情報の活用。日立グループは地図情報技術，各種の測位技術
などを提供し，この新たな分野を支えていく。

HITACHI HYORON 2008.12
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持続可能な社会を築く
パワーエレクトロニクス

電気エネルギーの効率よい変換・制御により，さまざまな機器の省エネルギー化と
高性能化をめざす技術分野，パワーエレクトロニクス。交流電流を直流電流に変
換する整流器，逆に直流を交流に変換するインバータを基本技術に，電力・産業・
交通・家庭とあらゆる分野に幅広く利用され，現代の快適な生活を支えている。そ
して，世界トップレベルと評価される日本の省エネルギー技術の中心的な役割を担
い，地球温暖化の抑制と経済発展を両立する持続可能な社会の実現への切り札
として期待されている。
「電力の開閉や変換などの電気工学（パワー），電子工学（エレクトロニクス），そし
て電気工学の一大分野である制御技術が融合した総合的な技術分野」と定義され
るパワーエレクトロニクスは，応用分野だけでなく要素技術も多岐にわたり，正に総
合力が問われる技術分野である。要素技術からすべて手がける日立グループのパ
ワーエレクトロニクス技術・製品は，高い性能と信頼性を携えて，持続可能な社会
の基礎を築いていく。

HITACHI HYORON 2008.12
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